
め　ぐ　ろ　区　議　会　だ　よ　り（4） 平成２５年７月２８日 第 ２３３号 め　ぐ　ろ　区　議　会　だ　よ　り 平成２５年７月２８日（5）第 ２３３号

 文教・子ども委員会
４月10日（水曜日）
【視察：鷹番保育園防音フェンス改修工事完了
確認、田道小学校内学童保育クラブ拡充整備確
認】
　・25年度からの区立中学校の統合の取組み
　・国立・都立学校在学者への就学援助費の支
給

　・小・中学校における暴力による体罰の実態
把握調査の結果

　・平成25年度自然宿泊体験教室の実施
　・平成25年度学校評議員の委嘱
　・目黒区立八ヶ岳林間学園の臨時休園
　・めぐろ区民キャンパス内レストラン運営業
者選定の結果

　・平成25年度学童保育クラブ入所状況
　・賃貸物件による認可保育所整備のための開
設事業者募集

　・旧守屋教育会館跡地に設置した園舎を活用
した定期利用保育事業の実施

　・区立保育園の民営化に関する計画案
５月８日（水曜日）
　・統合新校の校名の募集
　・平成25年度学校の運営改善に向けた学校評
価等の実施

　・小･中学校における体罰の実態把握調査
　・子ども教室実施小学校区の拡大
　・めぐろ歴史資料館の臨時休館
　・区立児童館･学童保育クラブの委託化に関
する計画素案

　・目黒区子ども総合計画の改定
　・平成24年度子ども家庭支援センターにおけ
る要保護児童相談

　・平成24年度子どもの権利擁護委員制度の実
施状況

　・認証保育所マグハウスの移転(廃止･新設)
５月21日（火曜日）
　・正副委員長の互選
６月12日（水曜日）
　・平成25年度児童生徒数・学級数
　・学校屋外プール放射性物質検査の結果
　・体罰調査結果公表後の対応
　・目黒区立図書館の臨時開館
　・保育所入所待機児童数
　・平成26年度保育園給食調理業務委託
６月20日（木曜日）
　・平成24年度目黒区立学校における不登校及
びいじめの状況

　・平成24年度目黒区立学校卒業生の進路状況
　・東京都特別支援教室モデル事業の進捗状況
６月21日（金曜日）
　・陳情審査

４月５日（金曜日）
　・大韓民国ソウル特別市中浪区行政・議会日
本訪問団の目黒区来訪について

　・特別委員会について
　・政務活動費に関する課題について
４月15日（月曜日）
　・「夏期における軽装化（節電ビズ）」の実施に
ついて

　・特別委員会について
　・政務活動費に関する課題について
　・夏の服装等（案）について
　・平成25年度定期総合健康診断の実施につい
て

５月９日（木曜日）
　・大韓民国ソウル特別市中浪区への行政実務
職員調査団の派遣について

　・特別委員会について
　・政務活動費に関する課題について
５月１４日（火曜日）
　・平成25年第１回目黒区議会臨時会の招集請
求について

　・議事日程について
　・役職割当について（平成25年５月～平成26
年４月）

　・事務引継ぎの実施について
　・政務活動費に関する課題について

最近の委員会の主な議題（平成25年4月～6月）

 常任委員会

 企画総務委員会
４月10日（水曜日）
【視察:東部地区三田備蓄倉庫竣工確認】
　・平成25年度職員数
　・事故の発生
　・職員の退職及び定期人事異動
　・職員の懲戒処分
　・平成25年度職員の長期派遣（気仙沼市）
　・目黒区危機管理指針の改正
　・平成25年度目黒区防災訓練等の計画
５月８日（水曜日）
　・「区政の透明性向上のための３つの制度」の
運用状況の公表

　・契約報告( ２件)
　・目黒区登録業者の指名停止措置
　・目黒駅周辺帰宅困難者対策協議会(仮称)の
設置

　・地域防災リーダー研修会の実施
　・防災行政無線音声自動応答サービスの開始
　・東京都議会議員選挙(目黒区選挙区)執行計
画(概要)

　・参議院議員選挙執行計画(概要)
５月21日（火曜日）
　・正副委員長の互選
６月12日（水曜日）
　・平成24年度情報公開・個人情報保護制度の
実施状況

　・平成25年度平和記念事業の実施
　・地域避難所参集指定職員初動対応マニュア
ル

　・平成24年度各会計決算総括（速報値）
　・公職選挙法の改正
６月20日（木曜日）
　・議案審査
　・東京電力株式会社への賠償に係る要望書の
提出（案）

６月21日（金曜日）
　・陳情審査

 生活福祉委員会
４月10日（水曜日）
【視察：三田フレンズ旧集会室及び旧地下店舗
改修工事の竣工確認】
　・平成25年度まちづくり活動助成審査結果
　・セーフティネット保証５号認定の指定業種
及び東日本大震災復興緊急保証の認定要件
の変更等

　・目黒区美術館区民ギャラリーの臨時休館
　・中目黒ＧＴプラザホールの臨時休館
　・平成25年度公益財団法人目黒区国際交流協
会の事業計画等

　・民生委員・児童委員の一斉改選
　・住宅手当緊急特別措置事業の制度改正
　・福祉サービス第三者評価結果（区立特別養
護老人ホーム東山、区立東山在宅介護支援
センター）

　・福祉サービス第三者評価結果（下目黒福祉
工房、のぞみ寮）

　・知的障害者グループホームの新規開設
　・先天性風しん症候群対策
　・予防接種法の改正による３ワクチンの定期
接種化

５月８日（水曜日）
　・外国人住民に係る住民基本台帳ネットワー
ク等の適用開始

　・区民プールの臨時休場
　・防災･救急医療情報キットの配布
　・在宅療養の推進
　・要援護者向け防災行動マニュアルの作成･
配布

５月21日（火曜日）
　・正副委員長の互選
６月12日（水曜日）
　・第50回目黒区商工まつり（目黒リバーサイ
ドフェスティバル2013）の開催　　

　・目黒区スポーツ表彰
　・平成25年度スポーツ祭東京2013気運醸
成・開催記念事業（東京都補助事業）の実施

　・区立プールにおける刺青・タトゥーが露出
する利用者への対応強化　　　　　　　　

　・平成25年度給食食材等の放射性物質検査の
実施状況

６月20日（木曜日）
　・区内中小企業の景況及び倒産状況（平成24
年度）

　・目黒区中小企業センター及び目黒区勤労福
祉会館における指定管理者の選定

　・「目黒区観光ビジョン」改定の考え方等
　・大韓民国ソウル特別市中浪区調査訪問の概
要等

　・平成25年度めぐろアートウィークの実施及
び平成24年度事業実績

　・平成25年度「第37回目黒区民まつり」及び
「第37回目黒区民作品展」の日程

　・「保健医療福祉計画」、「介護保険事業計画」
及び「障害者計画」の改定

　・平成24年度目黒区保健福祉サービス苦情調
整委員運用状況報告

　・目黒区高齢者センター指定管理者の選定
　・ヒトパピローマウイルス感染症の定期接種
の対応

６月２１日（金曜日）
　・陳情審査

 都市環境委員会
４月10日（水曜日）
【視察：三田フレンズ旧集会室及び旧地下店舗
改修工事の竣工確認】
　・「木密地域不燃化10年プロジェクト」不燃化
特区先行実施地区（原町一丁目・洗足一丁
目地区）の整備プログラム

　・オーパス夢ひろばの夜間使用及びふれあい
広場の商業撮影に係る使用料徴収等

　・目黒川沿いの桜開花期間における取組み
　・平成25年度耐震化促進事業
　・（仮称）区営碑文谷アパート新築工事基本設
計（案）

　・平成25年度家賃助成の実施
　・目黒区環境学習推進計画の改定
　・し尿収集運搬業務の見直し
５月８日（水曜日）
　・目黒本町五丁目24番地区における共同化に
向けた取り組み

　・木密地域不燃化10年プロジェクト説明会の
結果

　・（仮称）区営碑文谷アパート新築工事基本設
計（案）近隣説明会の結果

　・エコプラザ見直し（案）
　・平成25年度住宅用新エネルギー及び省エ
ネルギー機器設置に対する助成事業の実施
（前期募集分)

　・環境月間等における３Ｒ推進の普及啓発
　・目黒区分別収集計画（第７期）の策定
５月21日（火曜日）
　・正副委員長の互選
６月12日（水曜日）
　・目黒本町五丁目24番地区防災街区整備事業
等の都市計画（原案の案）

　・夏期における区施設等の節電対策
　・目黒区地球温暖化対策地域推進計画の改定
　・自由が丘南口地区地区計画原案の縦覧及び
説明会の結果

　・中目黒駅周辺地区の街づくりの今後の進め
方

　・西小山街づくりルール提案書に係る区の今
後の取り組み

　・東日本大震災被災者への目黒区公的住宅の
提供

　・区営住宅入居者募集
６月20日（木曜日）
　・東京都木密地域不燃化10年プロジェクトの
新規実施地区への対応

　・目黒区地球温暖化対策推進実行計画（めぐ
ろエコ・プラン）の改定

６月21日（金曜日）
　・陳情審査

５月21日（火曜日）
　・会派の変更について
　・役職について
　・区長提出予定議案について
　・区有施設等調査特別委員会設置を求める動
議について

　・議事日程及び進行順序について
　・議長選挙及び副議長選挙の進行順序につい
て

　・常任委員会・議会運営委員会の継続調査事
項（案）について

　・委員会室等について
　・夏期における区施設等の節電対策について
　・政務活動費に関する課題について
　・正副委員長の互選について
６月３日（月曜日）
　・平成25年第２回定例会の招集について
　・提出予定議案について
　・会期及び会期中の日程について
　・議会運営委員会に提案する意見書等につい
て

　・一般質問の通告期限について
　・請願・陳情について
　・本会議における討論通告書の提出期限につ
いて

　・議長会の要望活動について
　・東京都後期高齢者医療広域連合議会議員選
挙の実施について

６月10日（月曜日）
　・陳情について　
　・一般質問の順序について
　・平成24年度各会計決算総括（速報値）につい
て　

　・公職選挙法の改正について
　・東京都後期高齢者医療広域連合議会議員候
補者の推薦について

　・災害時優先電話について
６月17日（月曜日）
　・議員の辞職願の許可について
　・議事日程及び進行順序について
　・委員会の開催予定について
　・意見書（案）について
　・陳情取り下げについて
　・大韓民国ソウル特別市中浪区調査訪問の概
要等について

　・議長会の要望活動について
　・東京都後期高齢者医療広域連合議会議員候
補者の推薦について

６月19日（水曜日）
　・議事日程及び進行順序について
　・意見書案について
　・東京都後期高齢者医療広域連合議会議員選
挙における候補者の推薦について

　・議長会の要望活動について
６月28日（金曜日）
　・議事日程及び進行順序について
　・エコライフめぐろ推進協会運営協議会委員
について

４月12日（金曜日）
　・旧守屋教育会館跡地の利用計画
　・目黒区施設白書の発行等
４月26日（金曜日）
　・「目黒区施設白書」区民説明会の開催
　・区有施設利用者アンケートの実施（案）

５月21日（火曜日）
　・正副委員長の互選
６月14日（金曜日）
　・区有施設見直しの今後の主な予定等
　・目黒区施設白書に対する区民意見
　・「目黒区施設白書」区民説明会の参加者等
６月24日（月曜日）
　・目黒区施設白書に対する区民意見募集の実
施結果

　・「目黒区施設白書」区民説明会の開催結果

 議会運営委員会

区有施設等調査特別委員会（H25.5.21まで）

区有施設等調査特別委員会（H25.5.21から）

 特別委員会

公明党目黒区議団　関 けんいち　議員

区内耐震化促進と保育園児の
子育て支援を強化せよ

＜特定緊急輸送道路沿道建築物耐震化促進＞
（1）平成24年度補正予算で耐震改修工
事の助成額に上限1,500万円上乗せし
負担軽減したが、その効果を伺う。（2）耐
震補強設計助成は、国･都が各6分の1負
担、所有者負担6分の4である。区が6分
の1負担するもうひとつのメニューは、
国・都で6分の4負担、所有者は6分の1で
済む。所有者負担を軽減すべきだが見解
を伺う。
区長　（1）上乗せ以降の耐震診断申請は
９件で、上乗せを契機に申請したという
話は聞いていない。多額な工事費負担
で診断をためらっていたということも
考えられ、今後効果が出てくると思われ
る。（2）特定沿道建築物は、所有者が複数
の場合が多く、工事費も多額で設計が進
まなかった。今後は、改修に進む建物が
増加すると思われるので、助成制度の変

更は考えていない。
＜子育て支援＞
（1）｢ほ･ねっとめぐろ｣は、在宅で保育し
ているかた対象の時間設定だが、働く親
のための機能拡充について伺う。（2）忙
しいお母さんを配偶者に理解してもら
う事は重要。「夫婦で学ぶ子育て講座」を
開講し、積極的参加を呼び掛け、家庭に
合った「ワーク･ライフ・バランス」を整
える必要があるが、見解を伺う。
区長　（1）ほ･ねっとひろばの利用者は
平日が多いが、父親は土曜日が多い。区
立保育園・児童館で、土・日曜日開設の同
様のひろばもあるが、日曜の開設拡大は
経費面から難しい。子ども総合計画改定
においても、より効果的な子育て支援を
目指す。（2）提案の講座も含め、より有効
な内容で、多くの方、ご夫婦が参加でき
るよう工夫する。

◆陳情の審議結果と各会派の賛否

件　名 自民
13人

公明
6人

刷新
4人

共産
4人

独歩
3人

維新
2人

 無 （50音順） 議決
結果1人 1人

目黒区待機児童解消に向けた積極的対策実施を求める陳情書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

◆審議した議案等の結果と各会派の賛否

議　案　名 概　　　　　　　　　　　要 自民
13人

公明
6人

刷新
4人

共産
4人

独歩
3人

維新
2人

 無 （50音順） 議決
結果1人 1人

区長提出議案

目黒区営中町一丁目アパート全面改
善工事の請負契約

設備の老朽化や居住者の高齢化が進んでいること、及び現在封じ込めをしているアスベストの除去工事が必要なこ
とから、「目黒区公営住宅ストック総合活用計画」に基づき、区営中町一丁目アパートの全面改善工事を行うもの。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

候補者の推薦

東京都後期高齢者医療広域連合議
会議員選挙における候補者の推薦 二ノ宮啓吉議員を推薦するもの。 ○ ○ ○ × × ○ ○ × 可決

（○：賛成、×：反対）

会派略称：自民＝自由民主党目黒区議団　公明＝公明党目黒区議団　刷新＝刷新めぐろ　共産＝日本共産党目黒区議団　独歩＝無所属・目黒独歩の会　維新＝日本維新の会目黒区議団　無＝無会派

自由民主党目黒区議団　飯田 倫子　議員

学校での事故防止と
耐震化促進事業の見直し提言を

＜学校現場におけるアレルギー対策＞
文部科学省は、食物アレルギー児童が学
校給食配膳ミスで死亡した事故を重く
見て、自治体に学校現場での知識普及と
確認徹底を命じた。（1）食物アレルギー
で除去食を受けたり、エピペン（※）を
携行している児童は何人か。（2）調理委
託事業者、栄養士･養護教諭･担任等全員
が、国のいざという時の対応研修や訓練
を受けるべきだがどうか。
教育長　（1）今年２月時点での除去食提
供児童は342人、４月調査でエピペン携
帯児童29人である。（2）都、文部科学省主
催のアレルギー疾患対応研修があり、
養護教諭、栄養職員を中心に毎年受講し
ている。今年度の都研修は、アドレナリ
ン自己注射薬・エピペン携帯児童・生徒
の担任教諭は、必ず受講するよう通知が
あった。また、昨年の事故を受け、対応の

徹底について改めて周知した。
＜耐震化促進事業＞
災害時に支援物資輸送や避難に大切な
特定緊急輸送道路沿道建物の耐震診断・
設計・改修助成を都の方針でやってきた
が、（1）現在の区内の沿道耐震化の実績
はどうか。（2）都が平成27年度までに
100％耐震化達成としているが、どう思
うか。（3）診断助成は平成25年度末、改
修助成は平成27年度末で終了するが、平
成25年から都･区が各375万円、国750
万円、合計1,500万円の上乗せが開始さ
れた。助成効果を見て、区長会から都へ
今後の事業提案をすべきだがどうか。
区長　（1）平成23年度7棟、平成24年度46
棟が診断を完了した。都と区で戸別訪問
や啓発文書の送付など行った結果、今年
度は現時点で21棟が診断中で、約7割ま
で診断を進めることができた。（2）診断

後、工事に至るまで時間を要するので、
非常に厳しい状況にある。（3）耐震化は、
国の財源措置がなければ絶対できず、都
全体さらに国を挙げて対応していく課
題と認識している。どの自治体も似た状
況なので、一定の方向が出れば、区長会
として対応していく課題である。
＜空き家対策推進＞
区内の戸建の空き家は1,890戸余、全体
で2万7,700戸の空き家がある。（1）空き
家情報を住民パトロールの協力で把握
し、有効利用を考えるべきだがどうか。
（2）「空き家再生等推進事業」を活用し、
横須賀市の例を参考に、若者･大学生等
にハウスシェアし高齢者援護活動等を

入居条件に安価で貸し出すべきでは。
区長　（1）不定期だが、宅建協会から情
報入手している。今後、国・都の補助制度
を活用した空き家対策を検討していく。
（2）目黒区は、政府の進める「空き家再生
等推進事業」の「活用事業タイプ」の対象
自治体に該当するが、空き家を資料館な
どに改修するものである。工事費の二分
の一または三分の一が区負担であり、実
施期間が今年度末までと短いため、実施
は困難と考える。

【用語解説】
※ PFI：プライベート・ファイナンス・イニシ
アチブ。公共部門が対応してきた公共施設な
どの整備を、官民役割分担のもとに民間の資
金や能力、ノウハウを活用することでより効
率的に行おうとする考え方。

【用語解説】
※エピペン：食物アレルギーなどによるアナフィ
ラキシーに対する緊急補助治療に使用される
医薬品
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ペットと暮らせる安全な地域社会を
PFIや産業振興で実現せよ

＜ペットと暮らす人が増えている時代
　のコミュニティー整備＞
（1）区内のペット同伴可能な飲食店数、
ペット関連産業の店舗数･事業規模･売
上を把握しているか。（2）本区の狂犬病
接種率が、隣接区と比べ低い理由を説明
せよ。（3）区民から寄せられるペットに
関する要望･苦情への対処は万全か。（4）
新しいコミュニティーづくりや災害対
策のため、ドッグランを整備せよ。
区長　（1）同伴可能な飲食店数は把握し
てないが、ペット関連産業の店舗数等は
国の調査で把握している。（2）平成23年
度末の接種率71.2パーセントで格段に
低くはないが、定期接種は法令義務であ
り、継続した接種率を高める取組みが必
要である。（3）飼い主のマナーや理解不
足による、汚物、鳴き声等の相談が多い。
職員が現場を確認したり、飼い主と話し
あうなど飼い主のマナー向上に努めて
いる。（4）設置可能な公園がなく、区施設
としては困難である。
＜PFIの活用＞
民間の資金や知恵や技術の活用で、公共
財の整備や区民サービス提供を実現す
るPFI（※）を積極的に導入せよ。
区長　現時点で活用方針はないが、指定
管理者制度や業務委託などで民間のノ
ウハウの活用を一層図る。

＜産業政策＞
（1）生活福祉関連予算の中で「富を生み
出す事業」として産業振興関連の予算に
振り替えられるものがないか、来年度に
向け検討せよ。（2）産業振興による税収
向上の数値目標・基準を設定せよ。
区長　（1）事業･予算を振り替えず、「富
を生み出す」効果は期待できる。他部署
への振り替えは慎重に取り組む。（2）法
人税等は直接区の収入にならないこと、
景気変動等に左右されることなどから、
具体的数値目標等設置は難しい。
＜災害に強い街づくりの推進＞
（1）補助46号線と周辺の整備状況はど
うか。（2）東京都の不燃化特区制度に、原
町1丁目地区と洗足1丁目地区を申請し
選定されたが、目黒本町5丁目地区も都
の新規募集に、今すぐ追加申請せよ。
区長　（1）目黒本町5丁目地区は都が平
成21年9月に事業認可を受け、用地取得
率は約28パーセントである。原町1丁目･
洗足1丁目地区の事業認可は平成26年度
末目途である。（2）財政面等を含め不燃
化特区制度の活用を検討している。

◆撤回承認した陳情
●目黒区住宅・街づくりセンターの“まちづくり”支援機能の存続に関する陳情
●「区有施設を転用活用する」の陳情

◆継続審査とした陳情
●ＪＲ宿舎跡地に関する陳情
●目黒区民キャンパス北西隅に位置する『空地』の「めぐろ区民キャンパス公園」への組み入れ
を求める陳情
●国に対して、骨格提言に基づく「障害者総合福祉法」の制定を求める意見書提出に関する陳情
●原子爆弾被害者に対する援護に関する法律の改正を求める意見書採択に関する陳情
●成年後見制度の安定運用に向けた改善を求める陳情

●特別養護老人ホームの建設促進を求める陳情
●安心して暮らせる特別養護老人ホームに関する陳情
●理容所、美容所の衛生水準向上に関する陳情書
●年金2.5％削減を中止することを国に求める意見書の採択を求める陳情
●上目黒一丁目旧国鉄清算事業団宿舎跡地の有効活用に関する陳情
●目黒清掃工場整備事業における工場の焼却能力縮小に関する陳情

●「区有施設駐車場の機械化」の陳情
●「住区センターの休館日および閉館時間帯の見直し」の陳情


